
責任ある調達で未来へ責任ある調達で未来へ

酸
化
ガ
リ
ウ
ム
開
発
で
協
業

三
井
住
友
伸
銅
、加
工
賃
上
げ

新
中
計
を
聞
く

OTC 2030

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム

①

■
チ
タ
ン
事
業
部
■

ＡＩ活用品質検査システム

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
2
0
3

0
年
度
ま
で
の
新
中
期
経
営
計
画
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
2
0

3
0
」
で
、
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の
生
産
能
力
を
年

4
万
㌧
か
ら
5
万
㌧
に
引
き
上
げ
る
。
世
界
に
先

駆
け
る
増
産
投
資
に
よ
り
、
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の

航
空
機
向
け
世
界
シ
ェ
ア
は
40
％
か
ら
50
％
へ
引

き
上
が
る
見
通
し
だ
。
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
や
展
望
を
荒
池
忠
男
取
締
役
に

聞
い
た
。

―
―
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン

の
設
備
概
要
に
つ
い
て
。

「
還
元
炉
は
合
わ
せ
て

約
80
基
が
現
在
の
尼
崎
工

場
の
生
産
体
制
と
な
っ
て

い
る
。
今
期
は
操
業
率
8

割
を
維
持
し
て
い
く
方
針

だ
。
生
産
調
整
の
た
め
に

特
定
の
炉
を
完
全
に
停
め

て
い
る
の
で
は
な
く
、
13

㌧
炉
と
10
㌧
炉
と
も
に
余

裕
を
持
た
せ
て
操
業
し
て

い
る
」

―
―
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン

は
な
か
な
か
フ
ル
稼
働
に

な
ら
な
い
印
象
が
あ
る
。

「
11
年
ご
ろ
に
1
―
2

年
間
フ
ル
生
産
し
た
時
期

は
あ
っ
た
が
、
震
災
の
影

響
で
原
発
向
け
需
要
が
急

減
し
た
こ
と
や
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
使
用
増
加
で
ス
ポ
ン

ジ
の
配
合
比
率
が
減
っ
た

こ
と
で
操
業
率
が
下
が
っ

た
経
緯
が
あ
っ
た
。
18
―

19
年
は
上
向
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
21
年
は
5
割
弱

ま
で
落
ち
込
み
、
22
年
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
は
回

復
し
た
が
人
材
の
問
題
も

あ
っ
て
年
平
均
7
割
に
と

ど
ま
っ
た
。
23
年
末
に
9

割
に
達
し
た
が
、
25
年
度

か
ら
は
ユ
ー
ザ
ー
の
在
庫

調
整
で
8
割
を
た
ど
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
過
去
は

稼
働
率
が
下
が
る
と
赤
字

転
落
す
る
場
面
も
あ
り
、

今
は
ま
だ
安
定
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
」

―
―
航
空
機
市
場
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
の
在

庫
状
況
を
ど
う
み
る
か
。

「
今
回
の
ケ
ー
ス
は
特

殊
だ
。
航
空
機
の
受
注
残

は
積
み
上
が
っ
て
い
る

が
、
エ
ア
バ
ス
に
関
し
て

は
エ
ン
ジ
ン
の
供
給
が
追
い

付
か
ず
、
エ
ン
ジ
ン
が
な
い

グ
ラ
イ
ダ
ー
状
態
の
機
体
が

滞
留
し
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン

部
品
や
Ｍ
Ｒ
Ｏ
（
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
・
リ
ペ
ア
・
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
）
需
要
は
確
実
に
出

て
い
る
が
、
機
体
用
の
部
品

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
で

過
剰
在
庫
と
な
っ
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ン
グ
に
対
す
る
Ｆ
Ａ

Ａ
（
連
邦
航
空
局
）
か
ら
の

7
3
7
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
生
産
制
限

は
少
し
ず
つ
解
除
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
ほ
ど
月
38
機
か
ら

42
機
、
今
夏
に
は
47
機
に
引

き
上
が
り
、
来
年
に
か
け
て

52
機
に
引
き
上
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
」

―
―
チ
タ
ン
事
業
業
績
と

価
格
に
つ
い
て
。

「
好
調
だ
っ
た
前
年
に
比

べ
る
と
利
益
は
下
が
っ
た

が
、
単
年
で
の
営
業
利
益
率

は
悪
く
な
か
っ
た
。
今
期
の

売
上
高
見
通
し
は
横
ば
い
だ

が
、
値
決
め
交
渉
を
ク
リ
ア

に
す
る
す
る
た
め
、
鉱
石
価

格
に
よ
っ
て
変
動
す
る
価
格

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
海
外
向
け

に
組
ん
で
い
る
。
価
格
指
標

は
鉱
石
需
要
全
体
を
反
映
す

る
が
、
足
元
は
低
品
位
の
需

要
低
調
が
重
し
に
な
っ
て
鉱

石
価
格
全
体
が
下
が
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
当
社
が
実
際

に
購
入
し
て
い
る
高
品
位
の

チ
タ
ン
鉱
石
価
格
と
の
間
で

乖
離
が
生
じ
、
一
時
的
な
減

益
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
価
格
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
と
は
別
の
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
部
分
の
転
嫁
に
向
け
て
粘

り
強
く
交
渉
し
、
販
売
価
格

の
適
正
化
に
も
努
め
て
い

く
」―

―
鉱
石
の
供
給
不
安
は

解
消
さ
れ
た
か
。

「
当
社
が
必
要
と
す
る
高

品
位
鉱
石
の
不
安
は
続
い
て

い
る
。
世
界
的
に
見
て
も
チ

タ
ン
鉱
山
開
発
は
あ
ま
り
進

ん
で
お
ら
ず
、
今
は
鉱
石
価

格
も
相
対
的
に
下
が
っ
て
い

る
の
で
機
運
は
高
ま
っ
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
ピ
グ
メ
ン

ト
製
造
で
は
世
界
的
に
低

品
位
か
ら
高
品
位
へ
の
原
料

シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
高
品
位
の
鉱
石
価
格
は

今
後
上
が
っ
て
い
く
と
思

う
」―

―
航
空
機
向
け
チ
タ
ン

需
要
は
急
に
増
え
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

「
自
社
で
ス
ポ
ン
ジ
在
庫

を
一
定
程
度
積
ん
で
い
る
。

多
少
反
転
し
て
も
当
面
は
在

庫
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
る
」

―
―
ス
ポ
ン
ジ
増
産
工
事

の
概
要
。

「
6
月
5
日
に
新
工
場
の

地
鎮
祭
を
行
い
、
ス
ポ
ン
ジ

新
工
場
と
製
品
工
場
拡
張
の

2
カ
所
を
同
時
並
行
で
進
め

て
28
年
3
月
の
完
工
を
目
指

す
。
新
工
場
は
小
型
還
元
炉

が
あ
っ
た
工
場
建
屋
の
半
分

を
更
地
に
し
て
、
年
産
1
万

㌧
分
の
大
型
還
元
炉
を
導
入

す
る
。
製
品
工
場
で
は
破
砕

工
程
を
一
部
増
設
す
る
。
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
建
て

る
と
投
資
は
約
2
倍
か
か
る

が
、
各
プ
ロ
セ
ス
の
生
産
能

力
の
余
力
を
生
か
す
こ
と
で

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
」

―
―
ユ
ー
ザ
ー
の
認
証
取

得
に
向
け
て
。

「
新
工
場
は
28
年
4
月
に

稼
働
す
る
予
定
だ
が
、
フ
ル

生
産
に
は
半
年
ほ
ど
か
か
る

だ
ろ
う
。
製
造
し
た
ス
ポ
ン

ジ
チ
タ
ン
を
速
や
か
に
販
売

す
る
た
め
、
比
較
的
容
易
な

一
般
材
や
航
空
機
向
け
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
材
か
ら
認
証
を
取

得
し
て
い
く
。
新
規
導
入
設

備
の
評
価
方
法
を
顧
客
と
相

談
の
上
で
あ
ら
か
じ
め
決
め

て
お
い
て
早
期
取
得
を
目
指

す
。
お
そ
ら
く
航
空
機
業
界

で
認
め
ら
れ
る
ス
ポ
ン
ジ
メ

ー
カ
ー
で
は
わ
れ
わ
れ
だ
け

が
能
力
増
強
を
す
る
の
で
、

顧
客
か
ら
の
期
待
は
非
常
に

高
い
と
感
じ
て
い
る
」

―
―
海
外
ス
ポ
ン
ジ
メ
ー

カ
ー
の
動
向
。

「
最
大
手
だ
っ
た
露
Ｖ
Ｓ

Ｍ
Ｐ
Ｏ
ア
ビ
ス
マ
は
ボ
ー
イ

ン
グ
の
認
定
が
切
れ
、
現
実

的
に
再
認
定
は
難
し
い
状
況

だ
。
エ
ア
バ
ス
も
ロ
シ
ア
製

チ
タ
ン
材
料
の
使
用
を
減
ら

し
て
い
る
と
聞
く
の
で
、
露

メ
ー
カ
ー
の
稼
働
率
は
落
ち

て
い
る
だ
ろ
う
。
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
に
あ
る
航
空
機
メ
ー
カ

ー
認
定
の
も
う
1
社
も
米
国

向
け
に
出
荷
し
て
い
る
が
、

設
備
部
品
の
入
手
難
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
う
ま
く
い
か
ず

生
産
は
伸
び
て
い
な
い
よ
う

だ
」―

―
生
産
技
術
や
コ
ス
ト

削
減
の
取
り
組
み
。

「
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
生
産
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
、
そ
の
デ
ー
タ

に
基
づ
く
操
業
決
め
な
ど
で

適
用
範
囲
も
広
が
っ
て
き

た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
鉱
石

と
塩
素
を
反
応
さ
せ
る
塩
化

炉
の
中
の
状
態
を
予
測
す
る

こ
と
や
、
チ
タ
ン
破
砕
で
の

設
備
効
率
の
最
大
化
な
ど
に

用
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
最

新
技
術
を
新
工
場
に
注
ぎ
込

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
専
門

と
す
る
Ａ
Ｉ
人
材
育
成
に
も

注
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
電

気
分
解
の
効
率
を
上
げ
る
た

め
の
研
究
も
産
学
連
携
で
取

り
組
ん
で
い
る
」

（
桐
山

太
志
）

生産データ活用し操業最適化

日刊産業新聞26.7.6

新
工
場
の
認
証
、早
期
取
得

新
工
場
の
認
証
、早
期
取
得

荒池忠男取締役



非鉄金属全般 買取強化月間

滋
賀
に
新
工
場
棟
建
設

ア
ル
ミ
新
地
金
対
日
プ
レ
ミ
ア
ム

新
中
計
を
聞
く

OTC 2030

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム

②

■
高
機
能
材
料
事
業
部
■

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
新
中
期

経
営
計
画
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
2
0
3
0
」
で
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
変
革
を
掲
げ
、
高
機
能
材
料
事
業
で

売
上
高
1
5
0
億
円
、
営
業
利
益
45
億
円
、
Ｒ
Ｏ

Ｓ
30
％
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。
世
界
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
持
つ
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
に
続
く
新
た
な

事
業
創
出
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
が
、
松
岡
淳
取

締
役
に
そ
の
戦
略
と
見
通
し
を
聞
い
た
。

―
―
新
中
期
経
営
計
画

の
戦
略
。

「
高
機
能
材
料
事
業
の

売
り
上
げ
の
2
本
柱
を
な

す
四
塩
化
チ
タ
ン
と
高
純

度
チ
タ
ン
に
、
純
チ
タ
ン

粉
末
の
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
を
合

わ
せ
た
製
品
群
を
既
存
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

こ
れ
に
合
金
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ

や
Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
な
ど
の

育
成
事
業
を
加
え
て
成
長

を
目
指
す
の
が
新
中
期
経

営
計
画
の
骨
子
だ
。
合
金

Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
は
尼
崎
工
場

に
先
行
投
資
を
し
て
お

り
、
Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
は
岸

和
田
製
造
所
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ラ
ン
ト
で
量
産
技
術

を
確
立
し
て
、
あ
と
は
顧

客
の
評
価
を
待
っ
て
い
る

段
階
に
あ
る
。
さ
ら
に
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
チ
タ
ン
製
造
の
コ
ア
技

術
を
外
部
と
組
み
合
わ
せ

て
新
規
事
業
を
創
造
し

て
、
経
営
の
安
定
化
を
目

指
し
て
い
く
」

―
―
高
機
能
材
料
事
業

の
直
近
業
績
。

「
2
0
2
5
年
度
の
売

上
高
は
前
年
比
2
億
円
減

の
65
億
円
、
営
業
利
益
は

2
億
円
減
の
9
億
円
だ
っ

た
。
24
年
度
に
高
純
度
チ

タ
ン
の
ま
と
ま
っ
た
ス
ポ

ッ
ト
受
注
が
あ
っ
た
た
め

減
少
し
た
が
、
半
導
体
や

電
子
部
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

拡
大
と
と
も
に
事
業
規
模

は
伸
び
て
い
る
」

―
―
四
塩
化
チ
タ
ン
の

製
品
特
性
に
つ
い
て
。

「
古
く
か
ら
顔
料
や
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
触
媒
は
あ
る

が
、
今
は
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
積

層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン

サ
ー
）
向
け
が
最
大
用
途
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ン
デ
ン
サ

ー
の
小
型
化
に
よ
り
不
純
物

の
抑
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
当
社
は
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ

ン
の
精
密
蒸
留
技
術
に
よ
り

品
位
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
強
み
だ
。
上
工
程

の
生
産
能
力
が
高
い
の
で
供

給
能
力
も
十
分
あ
る
。
最
近

で
は
Ａ
Ｉ
や
半
導
体
関
連
か

ら
の
需
要
の
手
応
え
も
感
じ

つ
つ
あ
る
」

―
―
高
純
度
チ
タ
ン
の
市

場
実
績
。

「
主
に
4
Ｎ
5
（
純
度
99

・
9
9
5
%
）
グ
レ
ー
ド
以

上
の
純
度
で
製
品
を
供
給
し

て
お
り
、
市
場
投
入
か
ら
30

年
以
上
の
実
績
が
あ
り
、
半

導
体
用
チ
タ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

材
向
け
の
素
材
で
高
い
シ
ェ

ア
を
有
し
て
い
る
。
24
年
度

に
岸
和
田
製
造
所
で
電
子
ビ

ー
ム
溶
解
炉
を
新
規
導
入

し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
認
証
取
得

を
目
指
し
て
い
る
」

―
―
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
（
純
チ

タ
ン
球
状
粉
末
）
も
実
績
は

長
い
。

「
こ
ち
ら
も
1
9
9
0
年

代
に
Ｍ
Ｉ
Ｍ
（
射
出
成
形
）

用
途
と
し
て
腕
時
計
用
ケ
ー

ス
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
切
削

や
鍛
造
の
加
工
技
術
の
進
展

に
よ
り
需
要
は
あ
ま
り
伸
び

な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
約
20

年
前
か
ら
積
層
造
形
用
途
が

始
ま
り
医
療
用
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
高
強
度
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
か
ら
チ
タ
ン
合
金
に
シ

フ
ト
し
て
お
り
、
今
後
の
医

療
分
野
で
の
伸
び
は
限
定
的

だ
ろ
う
。
た
だ
し
水
素
製
造

装
置
や
燃
料
電
池
の
ガ
ス
拡

散
層
と
い
わ
れ
る
フ
ィ
ル
タ

ー
向
け
に
新
た
な
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
量
産
の
顧
客
も
で
き

て
い
る
」

―
―
合
金
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
の

現
状
。

「
実
は
医
療
向
け
の
積
層

造
形
用
途
で
は
少
し
苦
戦
し

て
い
る
。
中
国
で
製
造
さ
れ

た
チ
タ
ン
合
金
を
原
料
に
使

用
し
て
い
る
欧
米
の
粉
末
メ

ー
カ
ー
を
中
心
に
、
過
当
競

争
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
航
空

・
宇
宙
・
防
衛
分
野
は
安
全

性
確
認
や
認
証
の
関
係
で
適

用
に
時
間
が
か
か
り
、
低
酸

素
・
低
不
純
物
の
ニ
ー
ズ
に

絞
っ
て
受
注
活
動
を
行
っ
て

い
る
も
の
の
、
ま
だ
収
益
化

に
は
至
っ
て
い
な
い
」

―
―
航
空
機
向
け
の
合
金

Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
需
要
は
い
つ
か

ら
。「

30
年
頃
か
ら
本
格
化
す

る
と
み
て
い
る
。
航
空
機
Ｏ

Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
は
積
層
造
形

の
開
発
を
熱
心
に
進
め
て
お

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内

の
熟
練
工
不
足
問
題
も
あ
っ

て
期
待
は
高
い
。
当
社
で
は

低
酸
素
の
品
質
優
位
性
に
加

え
て
粒
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

技
術
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
。噴
霧
す
る
ガ
ス
の
流
量
、

速
度
、
角
度
を
最
適
化
す
る

た
め
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
用
い
、
顧
客
に
よ
っ
て

極
め
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
粒

度
を
造
り
分
け
る
た
め
の
デ

ー
タ
蓄
積
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
海
外
顧
客
に
幅
広
く

評
価
し
て
も
ら
う
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。
高
機
能
材
料

で
最
も
早
く
事
業
の
柱
に
加

わ
れ
る
の
が
合
金
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ

Ｐ
だ
と
思
う
」

―
―
Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
の
戦

略
は
。

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

向
け
の
負
極
材
の
世
界
シ
ェ

ア
は
8
割
以
上
を
中
国
系
が

占
め
る
。
そ
こ
に
は
飛
び
込

ま
ず
に
特
性
を
生
か
し
た
高

容
量
・
高
出
力
・
高
寿
命
の

電
池
市
場
、
例
え
ば
ド
ロ
ー

ン
や
ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
（
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
）
な
ど
の
領
域
を
狙

い
た
い
。
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
関
連
も
可
能
性
は
あ

る
。
顧
客
の
評
価
も
高
く
、

本
格
採
用
が
決
ま
れ
ば
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
か
ら
量
産

へ
移
行
す
る
計
画
を
描
い
て

い
る
が
、
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
な
の
で
、
昨
年
末
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
減

損
処
理
を
行
っ
た
」

―
―
中
期
経
営
計
画
中
の

設
備
投
資
に
つ
い
て
。

「
一
番
可
能
性
が
高
い
の

が
Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
だ
ろ
う
。

採
用
が
決
ま
れ
ば
岸
和
田
製

造
所
に
量
産
設
備
を
導
入
す

る
。
合
金
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
も
尼

崎
工
場
が
フ
ル
稼
働
に
な
れ

ば
、
岸
和
田
製
造
所
に
も
う

1
炉
増
設
す
る
こ
と
も
選
択

肢
に
あ
る
。
岸
和
田
製
造
所

と
し
て
は
将
来
、
高
機
能
事

業
部
の
製
造
拠
点
と
な
り
、

生
産
技
術
は
現
場
で
開
発
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」

―
―
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
新
規
事
業
の
展

望
。「

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
い
く
つ
か
進
め
て
い

る
話
は
あ
る
が
、
ま
だ
検
討

段
階
で
し
か
な
い
。
相
手
は

大
学
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
限
ら

ず
大
手
企
業
も
対
象
と
し
て

い
る
。
新
規
事
業
で
は
事
業

構
想
に
入
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
先
端
分
野
以
外
で
意

識
し
た
い
の
は
環
境
分
野

だ
。
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど

で
わ
れ
わ
れ
の
技
術
を
生
か

し
た
価
値
創
造
を
伴
う
新
規

事
業
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」

（
桐
山

太
志
）

航空機向け合金粉末30年需要本格化

日刊産業新聞26.7.7

Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
量
産
視
野

Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材
量
産
視
野

松岡淳取締役



銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
長
契
が
決
着

韓
企
業
と
磁
石
工
場
設
立

新
中
計
を
聞
く

OTC 2030

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム

③

■
財
務
・コ
ー
ポ
レ
ー
ト
■

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
新
5
カ

年
中
期
経
営
計
画
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
2
0
3
0
」
の
期
間

中
に
年
産
1
万
㌧
分
の
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
増
産
投

資
を
立
ち
上
げ
、
販
売
拡
大
に
よ
る
営
業
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
引
き
上
げ
を
目
指
す
。
そ
の
間
の

投
資
選
択
や
資
金
繰
り
が
重
要
だ
が
、
財
務
・
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
担
当
の
脇
治
豊
取
締
役
に
今
後
の
財

務
戦
略
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
前
期
業
績
を
振
り

返
っ
て
。

「
2
0
2
5
年
度
の
営

業
利
益
は
前
年
比
46
億
円

減
の
55
億
円
だ
っ
た
。
人

件
費
増
や
イ
ン
フ
レ
の
影

響
、
為
替
が
前
年
と
比
べ

て
円
高
に
振
れ
た
ほ
か
、

圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
の

が
数
量
・
価
格
要
因
だ
っ

た
。
国
内
向
け
は
展
伸
材

メ
ー
カ
ー
が
在
庫
調
整
の

た
め
売
上
高
が
約
4
割
減

と
な
り
、
輸
出
向
け
は
価

格
ダ
ウ
ン
が
損
益
悪
化
要

因
と
な
っ
た
。
輸
出
向
け

で
は
電
力
価
格
や
鉱
石
価

格
を
反
映
し
て
透
明
性
を

高
め
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
価

格
を
採
用
し
て
い
る
が
、

指
標
と
な
る
チ
タ
ン
鉱
石

価
格
が
ピ
グ
メ
ン
ト
市
場

の
ダ
ブ
つ
き
の
た
め
実
際

の
調
達
価
格
よ
り
下
が

り
、
販
売
価
格
が
下
が
っ

た
。
昨
秋
に
ボ
ー
イ
ン
グ

に
加
え
、
エ
ア
バ
ス
で
も

在
庫
調
整
が
表
面
化
し
た

こ
と
で
数
量
も
下
振
れ
し

た
」―

―
今
期
の
業
績
見
通

し
。「

国
内
向
け
の
販
売
は

若
干
持
ち
直
す
が
、
輸
出

で
は
チ
タ
ン
鉱
石
の
指
標

価
格
下
落
の
影
響
が
続

き
、
新
規
増
産
投
資
の
償

却
費
負
担
も
一
部
始
ま
る

た
め
減
益
の
見
通
し
だ
。

ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の
操
業

率
は
8
割
で
落
ち
着
い
て

い
る
が
、
航
空
機
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
の
在
庫

調
整
は
年
度
内
、
早
け
れ

ば
年
内
に
終
了
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
」

―
―
長
期
的
な
業
績
推

移
。「

10
年
代
か
ら
見
て
い
く

と
、
13
年
頃
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
内
で
在
庫
が
滞
留

し
、
15
年
に
は
ポ
リ
シ
リ
コ

ン
の
生
産
ト
ラ
ブ
ル
で
赤
字

転
落
し
た
。
10
年
代
後
半
は

数
量
が
回
復
し
、
19
年
度
の

チ
タ
ン
売
上
高
は
リ
ー
マ
ン

危
機
前
に
拮
抗
す
る
3
5
4

億
円
ま
で
上
昇
し
た
が
、
競

争
激
化
で
利
益
水
準
は
上
が

ら
な
か
っ
た
。
20
―
21
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
陥
没
し
、
22

年
度
か
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
端
を
発
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
再
編
が
あ
り
、
ユ

ー
ザ
ー
の
前
倒
し
手
当
て
も

あ
っ
て
急
回
復
し
た
が
、
25

年
度
は
在
庫
調
整
で
一
服
し

た
」―

―
変
動
激
し
い
業
績
の

中
で
財
務
上
留
意
し
て
い
る

こ
と
は
。

「
財
務
規
律
と
い
う
観
点

か
ら
、
借
入
金
や
Ｄ
／
Ｅ
レ

シ
オ
を
常
に
注
視
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
る
が
、
一
方

で
必
要
な
資
金
の
調
達
は
な

る
べ
く
早
め
に
手
を
打
て
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
時
も
金
融
機
関
か
ら
の

支
援
を
得
ら
れ
、
一
昨
年
に

新
規
増
産
を
決
定
し
た
際

も
、
将
来
の
マ
ー
ジ
ン
確
保

策
に
理
解
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

表
明
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
は
政
策
金
利
が
上

昇
傾
向
な
の
で
、
長
期
金
利

と
短
期
金
利
の
利
率
の
見

通
し
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な

が
ら
資
金
繰
り
を
心
掛
け

る
。
そ
の
ほ
か
一
貫
し
た
財

務
方
針
と
し
て
は
、
高
機
能

材
料
事
業
の
開
発
リ
ソ
ー

ス
は
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

て
き
た
。
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
事

業
撤
退
後
の
事
業
の
柱
を

創
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
時
も
継
続
し
た
結
果
、

だ
ん
だ
ん
芽
も
出
つ
つ
あ

る
」―

―
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
在

庫
の
持
ち
方
に
つ
い
て
。

「
11
年
の
東
日
本
大
震
災

以
降
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
か
ら

も
一
定
の
適
正
レ
ベ
ル
の
在

庫
を
保
有
し
て
い
る
。ま
た
、

23
年
以
降
は
戦
略
的
に
多
め

に
在
庫
を
積
み
上
げ
て
い

る
。
チ
タ
ン
需
要
が
ど
こ
か

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
反
転
し
た

時
に
備
え
る
た
め
で
、
28
年

度
か
ら
の
新
規
能
力
増
強
を

立
ち
上
げ
後
も
顧
客
の
認
証

取
得
が
必
要
に
な
り
、
フ
ル

生
産
移
行
ま
で
は
一
定
期
間

を
要
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

顧
客
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
在
庫
を
厚
め
に
持
っ
て
い

る
」―

―
新
中
期
経
営
計
画
の

財
務
目
標
に
つ
い
て
。

「
資
本
コ
ス
ト
や
株
価
を

意
識
し
た
経
営
を
打
ち
出
し

な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
3

年
間
の
種
ま
き
期
間
で
チ
タ

ン
増
産
投
資
を
完
遂
し
、
2

年
間
の
収
穫
期
間
で
営
業
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
3
4
0
億

円
獲
得
を
目
指
す
。
投
資
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
面
で
も
29

―
30
年
度
に
は
借
入
金
の
縮

減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
新

工
場
立
ち
上
げ
時
に
需
給
が

タ
イ
ト
化
す
る
シ
ナ
リ
オ
に

基
づ
い
て
い
る
が
、
立
ち
上

げ
後
も
需
給
逼
迫
が
続
く
と

高
収
益
化
も
図
れ
る
だ
ろ
う

し
、
当
社
と
し
て
次
の
手
を

ど
う
す
る
か
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
。
指
標
の
目
標
で

は
Ｒ
Ｏ
Ｓ
と
Ｒ
Ｏ
Ｅ
20
％
を

設
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の

指
標
も
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業

の
平
均
7
％
台
と
比
べ
る
と

野
心
的
に
見
え
る
が
、
増
産

投
資
が
戦
力
化
す
れ
ば
十
分

手
の
届
く
数
値
だ
と
考
え
て

い
る
」

―
―
人
的
資
本
の
強
化

策
。「

2
年
前
に
人
事
担
当
に

製
造
・
技
術
の
メ
ン
バ
ー
を

合
わ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
『
Ｃ
プ
ロ
』
を
立
ち
上

げ
て
課
題
を
検
討
し
、
具
体

的
な
人
事
施
策
へ
の
反
映

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で

は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
コ

ア
を
大
事
に
し
、
満
足
度
だ

け
で
な
く
会
社
と
社
員
の

相
互
理
解
を
深
め
る
よ
う

心
掛
け
て
い
る
。
社
員
か
ら

は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

研
修
の
機
会
が
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
く
、
ア
ラ
カ
ル

ト
方
式
の
研
修
参
加
制
度
を

導
入
し
た
。
そ
の
ほ
か
オ
フ

ィ
ス
環
境
の
改
良
や
部
門
間

の
交
流
を
促
す
た
め
の
援

助
を
行
い
、
チ
タ
ン
の
製
造

現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
暑

熱
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
」―

―
働
き
方
改
革
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
の
目
標

に
つ
い
て
。

「
有
給
休
暇
や
男
性
育
児

休
暇
の
取
得
率
は
す
で
に
目

標
を
達
成
し
て
お
り
、
達
成

し
た
項
目
は
も
っ
と
目
標
を

引
き
上
げ
て
い
き
た
い
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
女
性
の

活
躍
推
進
に
は
時
間
が
か
か

っ
て
お
り
、
女
性
総
合
職
に

占
め
る
管
理
職
は
、
引
き
続

き
環
境
を
整
備
し
て
比
率
を

高
め
て
い
き
た
い
」

（
桐
山

太
志
）

高機能材の開発リソース切らさず

脇治豊取締役
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レ
ア
ア
ー
ス
商
社
、受
注
調
整

新
中
計
を
聞
く

OTC 2030

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム

④

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
主
力
の

ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
で
能
力
増
強
に
着
手
し
、
高
機

能
材
料
も
事
業
の
柱
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。
そ
の
取

り
組
み
を
飛
躍
さ
せ
る
た
め
策
定
し
た
2
0
3
0

年
度
ま
で
の
新
5
カ
年
中
期
経
営
計
画
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

2
0
3
0
」
で
は
売
上
高
1
0
0
0
億
円
、
Ｒ
Ｏ

Ｓ
20
％
を
目
標
に
設
定
し
た
。
そ
の
狙
い
や
展
望

に
つ
い
て
川
福
純
司
社
長
に
聞
い
た
。

―
―
新
中
計
を
策
定
し

た
経
緯
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き

が
全
く
見
え
な
い
状
況
下

で
、
業
績
の
早
期
回
復
と

成
長
軌
道
へ
の
復
帰
を
目

指
す
べ
く
社
内
で
中
期
経

営
課
題
を
作
成
し
た
が
、

対
外
的
な
公
表
は
控
え
て

い
た
。
こ
の
課
題
の
中
で

は
高
機
能
材
料
事
業
の
育

成
に
も
努
め
た
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
需
要
も
あ
っ
て
高

純
度
チ
タ
ン
や
四
塩
化
チ

タ
ン
が
、
需
要
が
低
迷
だ

っ
た
チ
タ
ン
事
業
を
大
い

に
助
け
た
。
そ
の
後
チ
タ

ン
事
業
が
Ｖ
字
回
復
し
、

元
の
成
長
軌
道
に
戻
せ
た

た
め
、
こ
こ
で
新
中
期
経

営
計
画
を
策
定
し
た
」

―
―
最
終
年
度
目
標
の

売
上
高
1
0
0
0
億
円
達

成
に
向
け
た
戦
略
。

「
チ
タ
ン
事
業
は
25
年

度
比
2
倍
の
売
上
高
8
5

0
億
円
が
目
標
だ
が
、
29

年
度
か
ら
生
産
能
力
が
年

5
万
㌧
へ
と
25
％
増
や
す

こ
と
に
よ
る
拡
販
と
と
も

に
、
価
格
改
定
を
織
り
込

む
。
価
格
改
定
の
機
会
と

し
て
、
一
つ
は
次
期
長
期

契
約
で
し
っ
か
り
マ
ー
ジ

ン
を
織
り
込
ん
だ
上
で
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
価
格
の
契
約

を
各
社
と
結
ぶ
こ
と
。
も

う
一
つ
は
能
力
増
強
の
投

資
回
収
の
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
と
い
う
形
で
販
価
に

上
乗
せ
し
て
い
く
こ
と

だ
」「

今
後
、
航
空
機
需
要

が
安
定
し
て
成
長
す
る
予

測
の
中
で
、
再
び
需
給
が

タ
イ
ト
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
航
空
機
用
ス
ポ
ン
ジ

チ
タ
ン
の
安
定
調
達
は
必

須
に
な
る
。先
日
、カ
ザ
フ

ス
タ
ン
Ｕ
Ｋ
―
Ｔ
Ｍ
Ｐ
社
が

政
府
支
援
を
受
け
て
ス
ポ
ン

ジ
チ
タ
ン
能
力
増
強
の
計
画

案
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
が
、

現
在
の
世
界
で
航
空
機
向
け

ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の
能
力
増

強
工
事
を
具
体
的
に
進
め
て

い
る
の
は
当
社
の
み
。
溶
解

能
力
や
ビ
レ
ッ
ト
鍛
造
能
力

を
増
強
中
の
需
要
家
か
ら

は
、
当
社
の
増
産
へ
の
期
待

度
は
高
く
、
需
要
家
も
マ
ー

ジ
ン
や
プ
レ
ミ
ア
ム
に
は
一

定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
」

―
―
プ
レ
ミ
ア
ム
を
上
乗

せ
す
る
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
。

「
25
年
は
ボ
ー
イ
ン
グ
も

エ
ア
バ
ス
も
年
産
計
画
が
未

達
だ
っ
た
。
ボ
ー
イ
ン
グ
は

品
質
問
題
や
技
術
者
不
足
、

エ
ア
バ
ス
は
エ
ン
ジ
ン
不
足

が
主
た
る
理
由
だ
が
、
足
元

の
在
庫
余
剰
は
航
空
機
メ
ー

カ
ー
の
計
画
未
達
に
よ
る
機

体
関
連
の
部
品
在
庫
が
滞
留

し
た
一
過
性
の
現
象
だ
。
一

方
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
は
非
常

に
タ
イ
ト
で
、
完
成
機
用
と

Ｍ
Ｒ
Ｏ
用
で
需
給
が
逼
迫
し

て
い
る
。
チ
タ
ン
展
伸
材
需

要
が
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

工
程
の
解
消
に
よ
り
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
増
産
に

向
か
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
ス

ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
供
給
能
力
を

ベ
ー
ス
と
し
た
投
資
回
収
の

た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
に
も
ご

理
解
い
た
だ
け
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
パ
ー
ト
ナ
ー

と
信
頼
を
確
認
し
な
が
ら
協

議
を
続
け
て
い
く
が
、
新
規

増
産
が
出
荷
さ
れ
る
時
に
は

プ
レ
ミ
ア
ム
の
合
意
を
し
て

お
き
た
い
」

―
―
か
つ
て
最
大
手
だ
っ

た
ロ
シ
ア
情
勢
を
ど
う
み

る
。「

欧
米
各
社
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

考
え
た
時
、
以
前
の
よ
う
に

ロ
シ
ア
の
Ｖ
Ｓ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ア
ビ

ス
マ
社
へ
依
存
す
る
リ
ス
ク

は
大
き
く
、
同
社
の
航
空
機

市
場
へ
の
復
帰
は
極
め
て
困

難
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
同

社
は
ボ
ー
イ
ン
グ
の
認
証
取

り
消
し
や
エ
ア
バ
ス
向
け
数

量
減
で
操
業
率
は
5
割
程
度

に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
大
半

は
ロ
シ
ア
国
内
の
イ
ン
フ
ラ

や
軍
需
、
一
部
が
欧
州
の
医

療
用
市
場
に
流
れ
て
い
る
よ

う
だ
」

―
―
高
機
能
材
料
事
業
の

戦
略
。

「
売
上
高
1
5
0
億
円
、

Ｒ
Ｏ
Ｓ
30
％
が
最
終
目
標
だ

が
、
5
年
間
の
う
ち
初
め
の

3
年
間
が
勝
負
だ
。
高
純
度

チ
タ
ン
、
四
塩
化
チ
タ
ン
、

純
チ
タ
ン
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
は
す

で
に
本
格
事
業
化
を
果
た
し

て
い
る
が
、
Ｓ
ｉ
Ｏ
負
極
材

や
合
金
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
、
そ
の

他
新
規
事
業
に
リ
ソ
ー
ス
を

投
入
し
て
早
期
の
量
産
と
黒

字
化
を
目
指
す
。
狙
う
の
は

半
導
体
・
Ａ
Ｉ
分
野
、
航
空
・

宇
宙
・
防
衛
分
野
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
だ
が
、
高
機
能

材
業
事
業
で
は
大
黒
柱
を
育

て
る
よ
り
も
何
本
も
束
ね
て

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
変
革

に
つ
な
げ
る
。
新
規
事
業
は

前
の
中
期
経
営
課
題
で
種
を

ま
い
て
き
た
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
事
業
化
へ
加
速
さ

せ
る
」

―
―
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
戦
略
の
取
り
組
み
。

「
日
本
チ
タ
ン
協
会
で
も

業
界
全
体
と
し
て
取
り
組
み

中
だ
が
、
チ
タ
ン
を
使
っ
て

社
会
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
に
貢
献
し
て
い

く
。
当
社
は
こ
の
ほ
ど
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
と
協
業
で
サ

ン
ゴ
を
人
工
的
に
増
や
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
し
た
。

チ
タ
ン
が
サ
ン
ゴ
の
骨
格
形

成
に
有
効
な
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
ラ
ボ
で
は
実
証
さ
れ

て
お
り
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

と
し
て
サ
ン
ゴ
に
Ｃ
Ｏ
2
を

蓄
積
す
る
の
が
狙
い
だ
。
チ

タ
ン
が
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
目
指
す
」

―
―
将
来
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
参
入
を
中
計
で
は
明
記

し
て
い
る
。

「
米
国
で
は
航
空
機
産
業

か
ら
出
る
チ
タ
ン
ス
ク
ラ
ッ

プ
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

静
脈
を
通
じ
て
循
環
し
て
い

る
が
、
日
本
で
は
そ
の
仕
組

み
が
な
い
。
一
般
産
業
用
や

航
空
機
用
の
機
械
加
工
で
発

生
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
国
内

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
で

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
静

脈
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
も

貢
献
し
て
い
く
。
産
業
全
体

で
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
有
効
活

用
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
2
発
生
量
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
岸

和
田
製
造
所
に
あ
る
Ｅ
Ｂ
溶

解
炉
で
、
ス
ポ
ン
ジ
と
合
わ

せ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
溶
解
財

源
と
す
べ
く
、
需
要
家
と
の

間
で
品
質
確
認
し
つ
つ
取
り

組
む
こ
と
に
な
る
」

―
―
中
計
後
の
追
加
増
産

投
資
の
構
想
は
あ
る
か
。

「
ま
ず
は
目
先
の
1
万
㌧

能
力
増
強
完
工
が
最
優
先
。

31
年
度
以
降
も
需
給
は
逼
迫

す
る
と
推
定
さ
れ
、
当
社
が

再
び
能
力
増
強
の
使
命
を
担

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
時
は
尼
崎
工
場

で
増
強
す
る
の
か
、
す
る
な

ら
国
内
か
海
外
か
、独
資
か
、

政
府
系
な
ど
と
一
緒
に
や
る

の
か
な
ど
、
じ
っ
く
り
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
」

（
桐
山

太
志
）

（
連
載
終
わ
り
）

ＥＢ炉でスクラップ活用探る

川福純司社長
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収
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